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市 政 ル ポ 大
お お が き

垣市

市
制
１
０
０
周
年
か
ら
始
ま
る
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
道

《
安
心
・
元
気
・
子
育
て
》が
基
盤
の
産
業
文
化
都
市

市
制
１
０
０
周
年
は
、 

次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト

　

今
年
６
月
30
日
、
大
垣
市
の
シ
ン
ボ
ル
・
大
垣
城

に
隣
接
す
る
大
垣
公
園
城
西
広
場
に
お
い
て
、
小
川

敏
・
大
垣
市
長
、
稲
村
和
美
・
尼
崎
市
長
、
日
置
敏

明
・
郡
上
市
長
の
出
席
の
下
に
「
３
都
市
４
城
連
携

協
定
」の
締
結
式
が
、
華
々
し
く
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
締
結
式
は
今
年
４
月
１
日
に
始
ま
っ
た
《
大

垣
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
》
の
中
で
も
、
メ
イ

ン
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
。
締
結
式
に
臨
ん
だ
３
都
市
の
市
長
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る《
城
》を
活
用
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
３
都
市
の

協
働
に
よ
る
都
市
間
観
光
の
振
興
事
業
な
ど
も
連

携
・
推
進
し
、
地
域
活
性
化
を
相
互
に
目
指
す
こ
と

を
確
認
し
合
っ
た
。

　

３
都
市
４
城
│
│
と
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
、

ま
ず
大
垣
市
に
大
垣
城（
大
垣
市
指
定
史
跡
）と
墨
俣

一
夜
城
（
大
垣
市
指
定
史
跡
）
の
２
城
が
あ
る
こ
と
。

２
０
１
６
年
に
市
制
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
尼
崎
市

で
は
現
在
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
尼
崎
城
の
再

建
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
今
年
４
月
号
の
本
欄

参
照
）。
郡
上
市
に
は
郡
上
八
幡
城
（
岐
阜
県
史
跡
・

郡
上
市
重
要
文
化
財
）
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
総
合

的
に
示
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
の
岐
阜
県
と
兵
庫
県

の
３
都
市
が
改
め
て
連
携
協
定
を
結
ぶ
の
か
と
、

怪け
げ
ん訝
に
思
わ
れ
る
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
連
携
協
定
が
結
ば
れ
た
日
の
午
後
に
『
大
垣

城
ゆ
か
り
の
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
と
題
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
も
分
か
る
よ

う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
に
『
大
垣
城
ゆ
か
り
の
３

都
市
』な
の
で
す
。

　

大
垣
市
に
は
戦
前
に
国
宝
指
定
さ
れ
て
い
た
大
垣

城
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
戦
災
で
残
念
な
が
ら
焼
失

い
た
し
ま
し
た
。
現
在
の
大
垣
城
は
そ
の
国
宝
・
大

垣
城
を
基
に
１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）に
外
観
復
元

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

郡
上
市
の
郡
上

八
幡
城
は
１
８
７
１

年（
明
治
４
年
）の
廃
藩
置
県
と

と
も
に
廃
城
と
な
り
、
翌
年
石
垣

だ
け
を
除
い
て
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
９
３
３

年（
昭
和
８
年
）に
天
守
な
ど
が
再
建（
木
造
・
模
擬

天
守
）
さ
れ
た
折
り
、
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
国
宝
・

大
垣
城
が
参
考
に
さ
れ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
建
設
中
の
尼
崎
城
は
、
１
８
７
３
年
（
明
治

６
年
）
に
廃
城
と
な
り
、
や
は
り
石
垣
を
除
い
て
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
尼
崎
市
が
一
昨
年

小
お が わ

川 敏
びん

大垣市長
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に
市
制
１
０
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
折
り
、
民
間
の

篤
志
家
か
ら
の
寄
附
で
新
た
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
尼
崎
城
を
江
戸
時
代
に

築
城
し
た
の
は
、
大
垣
城
を
現
在
の
形
に
整
え
た
美

濃
大
垣
藩
初
代
藩
主
・
戸
田
氏う
じ
か
ね鉄
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
郡
上
八
幡
城
も
尼
崎
城
も
ま
さ
に
、

大
垣
城
を《
絆
》と
す
る《
大
垣
城
ゆ
か
り
の
城
》と
い

う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
」

　

そ
う
語
る
小
川
敏
・
大
垣
市
長
は
、
さ
ら
に
こ
う

続
け
る
。「
実
は
私
の
ル
ー
ツ
は
逆
に
尼
崎
で
あ
り
、

こ
の
た
び
の
連
携
協
定
の
締
結
と
も
深
い
関
係
が
あ

る
の
で
す
」

　

そ
れ
は
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
垣

城
の
最
初
の
築
城
は
16
世
紀
初
頭
だ
が
、
小
川
市
長

が
語
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
国
宝
指
定
の
形
に
増
築

し
、
整
え
た
の
は
戸
田
氏
鉄
で
あ
る
。
戸
田
氏
鉄
は

１
６
３
５
年
（
寛
永
12
年
）
に
大
垣
に
移
封
（
以
後
、

明
治
維
新
ま
で
戸
田
氏
が
大
垣
藩
主
を
歴
任
）
さ
れ

る
ま
で
は
、
摂
津
尼
崎
藩
の
藩
主
で
あ
り
、
尼
崎
城

を
築
造
し
て
い
る
。

　

そ
の
戸
田
氏
の
旧
領
だ
っ
た
尼
崎
で
商
家
を
営
ん

で
い
た
の
が
、
小
川
市
長
の
ご
先
祖
で
、
藩
主
・
戸

田
氏
鉄
と
と
も
に
大
垣
に
移
住
し
て
い
る
。

　

大
垣
市
で
最
も
古
い
中
心
街
・
本
町
地
区
、
水
運

3都市4城連携協定締結式（左から稲村・尼崎市長、小川市長、日置・郡上市長）

大垣市民の心の拠り所「大垣城」 松尾芭蕉「奥の細道」の結びの地、大垣のもう一つのシンボル「水門川」（奥
の細道むすびの地記念館付近）

大垣市
岐阜市
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全
盛
時
代
の
盛
り

場
・
船
町
地
区
で

今
も
商
家
な
ど
を

営
む
旧
家
に
は
、

小
川
市
長
の
ご
先

祖
と
同
様
、
江
戸

時
代
初
期
に
尼
崎

か
ら
移
住
し
て
き

た
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
４
０
０

年
近
く
も
前
に
始

ま
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
伝
統
を
引
き

継
ぎ
つ
つ
、
豊
富

な
水
資
源
を
近
代

的
な
治
水
技
術
で

活
用
し
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
に
は

紡
績
産
業
や
発
電
事
業
な
ど
の
近
代
工
業
が
花
開
い

た
大
垣
市
。
市
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
１
９
１
８
年

（
大
正
７
年
）は
、
ま
さ
に
そ
の
真
っ
た
だ
中
に
当
た

る
時
期
で
あ
っ
た
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と 

大
垣
駅
・
南
北
口
の
新
た
な
に
ぎ
わ
い

　

市
制
１
０
０
周
年
に
ち
な
み
、
小
川
市
長
は
今
年

度
の
予
算
を
「
次
の
１
０
０
年
！ 

ス
タ
ー
ト
予
算
」

と
名
付
け
た
。
折
し
も
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
第

五
次
総
合
計
画
を
継
承
し
つ
つ
、
長
期
的
な
視
点
で

未
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
市
政
運
営
の
指
針
で

あ
る「
大
垣
市
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
を
開
始
す
る
初
年
度
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
今
年

度
予
算
は
「
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」「
元
気
が
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」「
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
３
つ
の
未
来
創
造
戦
略
に
基
づ
く
各
種
事

業
と
と
も
に
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
も
、
よ
り

重
点
的
な
予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

未
来
創
造
戦
略
事
業
の
う
ち
「
安
心
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」
事
業
（
計
20
事
業
）
で
目
立
つ
の
は
、

２
０
２
０
年
に
一
部
完
成
予
定
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
重
視
し
た
市
役
所
の《
新
庁
舎
建
設
事
業
》

で
あ
る
。「
元
気
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」事
業（
計
29
事

業
）
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
の
支
援
を

は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
の
た
め
の
各
種
支
援
事

業
。「
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

（
計
22
事
業
）で
は
、
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
な
ど
に

対
し
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
《
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
》
な
ど
が
主
要

事
業
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
前
述
の
よ
う
に
今
年
度
は
市
制

１
０
０
周
年
の
各
種
記
念
事
業（
計
１
０
０
事
業
）が

年
間
を
通
じ
、
多
彩
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の

「
３
都
市
４
城
連
携
協
定
締
結
」事
業
以
外
に
も
、
主

に
次
の
よ
う
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
一
部
は

既
に
開
催
）。

　
［
記
念
式
典
事
業（
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
同
時
開
催
）／
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
事
業（
多

数
の
市
民
参
加
に
よ
る
、
名
物
・
水
ま
ん
じ
ゅ
う
と

木
枡
を
使
い
同
時
に
食
べ
さ
せ
合
い
を
し
た
最
多
ペ

ア
数
の
記
録
樹
立
＝
世
界
記
録
達
成
済
み
）／
ロ
ボ

カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
お
お
が
き
事
業
（
自
律
移
動
型
ロ

ボ
ッ
ト
の
世
界
的
競
技
大
会『
ロ
ボ
カ
ッ
プ
』日
本
大

会
）／
お
お
が
き
大
パ
レ
ー
ド
事
業
（
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
35
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
、
朝

鮮
通
信
使
行
列
な
ど
）／
お
お
が
き
未
来
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
事
業
（
最
新
ロ
ボ
ッ
ト
や
最
先
端
技
術
の

紹
介
な
ど
、
近
未
来
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
野

外
音
楽
ス
テ
ー
ジ
な
ど
）／
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！ 

わ

ん
ぱ
く
親
子
体
操
事
業
（
３
歳
児
か
ら
小
学
校
２
年

生
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
対
象
の
ふ
れ
あ
い
体

操
イ
ベ
ン
ト
）
／
全
国
ア
ニ
メ
サ
ミ
ッ
ト
in
お
お
が

き
事
業（
大
垣
を
舞
台
に
し
た
ア
ニ
メ『
聲
の
形
』な

ど
ア
ニ
メ
ゆ
か
り
の
地
域
を
集
め
た
サ
ミ
ッ
ト
、
ス

大垣駅北口、アクアウォーク大垣につながる専用通路

水まんじゅうと木枡を使って「同時に食べさせ合いをした最多ペア数」のギネス記録達成
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大垣市　市 政 ル ポ

（岐阜県）

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
）
／
三
世
代
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
高
齢
者
を
中
心
に
、
三
世
代
に
よ
る
史
跡
め
ぐ
り

の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
）
／
平
成
30
年
夏
巡
業

（
水
の
都
大
相
撲
大
垣
場
所
）ほ
か
］

　

こ
の
よ
う
に
話
題
性
満
載
、
か
つ
多
様
な
形
で
始

ま
っ
た
大
垣
市
の
「
次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
ス

タ
ー
ト
」に
ま
つ
わ
る
各
種
事
業
│
│
。

　

そ
れ
が
単
な
る
掛
け
声
だ
け
で
は
な
い
、
き
ち
ん

と「
次
の
１
０
０
年
」へ
の
準
備（
土
台
）が
な
さ
れ
た

上
で
の「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
」で
あ
る
こ
と
は
、
例
え

ば
２
０
０
９
年
に
完
成
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
南
北

自
由
通
路
と
と
も
に
、
大
き
く
変
貌
し
た
Ｊ
Ｒ
東
海

＆
樽
見
鉄
道
の
大
垣
駅
舎
お
よ
び
、
北
口
・
南
口
駅

前
の
現
況
を
見
れ
ば
如
実
に
分
か
る
。

　
「
も
と
も
と
戸
田
氏
鉄
が
尼
崎
か
ら
大
垣
に
移
封

さ
れ
た
の
は
、
尼
崎
城
・
大
垣
城
を
次
々
に
築
造
し

た
土
木
・
建
設
事
業
の
才
と
と
も
に
、
治
水
事
業
に

も
優
れ
た
才
が
あ
っ
た
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

承
知
の
よ
う
に
大
垣
市
に
は《
水
都
》の
愛
称
が
あ
り

ま
す
。
大
垣
は
木
曽
三
川（
木
曽
川
水
系
の
木
曽
川
・

長
良
川
・
揖い
び
が
わ

斐
川
）
が
縦
横
に
流
れ
る
こ
と
か
ら
豊

か
な
穀
倉
地
帯
と
な
っ
た
濃
尾
平
野
に
位
置
す
る
わ

け
で
す
が
、
半
面
、
昔
か
ら
幾
度
と
な
く
河
川
の
氾

濫
に
も
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

尼
崎
藩
主
時
代
か
ら
治
水
事
業
に
優
れ
た
腕
を
発

揮
し
た
氏
鉄
は
、
関
ケ
原
に
も
近
く
、
西
国
を
牽
制

す
る
戦
略
上
か
ら
も
重
要
地
点
で
あ
っ
た
大
垣
藩
の

初
代
藩
主
と
な
り
、
城
造
り
と
と
も
に
治
水
事
業
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

城
下
町
・
大
垣
の
そ
の
後
の
発
展
は
、
中
山
道
お

よ
び
中
山
道
と
東
海
道
を
結
ぶ
美
濃
路
な
ど
の
陸
上

交
通
網
と
と
も
に
、
治
水
事
業
の
積
み
重
ね
の
結
果

と
し
て
発
展
し
た
水
運
事
業
の
隆
盛
を
抜
き
に
は
語

れ
ま
せ
ん
。

　

今
も
中
心
市
街
地
に
豊
か
な
水
辺
空
間
と
し
て
残

る
水
門
川
は
木
曽
三
川
の
支
流
で
す
が
、
ま
る
で
人

工
の
堀
の
よ
う
に
市
街
地
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
大
垣
の
商
業
は
、
こ
の
水
門
川
沿
い
に
発
展

し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
近
代
以
降
は
こ
う
し
た
豊

か
な
水
資
源
に
よ
っ
て
、
紡
績
産
業
や
発
電
事
業

（
揖
斐
川
）な
ど
の
工
業
化
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
大
垣
駅
の
北
口
側
に
は
大
正
・
昭
和
を
通

じ
て
広
大
な
紡
績
工
場
が
建
ち
並
び
ま
し
た
。
ま
た

江
戸
時
代
か
ら
中
心
市
街
地
を
形
成
し
て
き
た
南
口

側
に
は
、
繁
華
な
商
店
街
が
、
水
門
川
沿
い
に
展
開

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
垣
市
で
は
こ
こ
10
数
年
、
大
垣
駅
北
口

広
場
の
整
備
事
業
や
駅
南
口
の
南
街
区
再
開
発
事
業

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
垣
市
の
産
業

構
造
や
都
市
と
し
て
の
立
ち
位
置
が
、
こ
こ
に
き
て

再
び
、
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
現
れ
と
も

い
え
ま
す
」（
小
川
市
長
）

名
古
屋
と
直
結
す
る 

《
三
世
代
同
居
都
市
》の
形
成

　

南
口
の
再
開
発
よ
り
も
一
足
早
く
実
施
さ
れ
た
大

夏休み恒例・小学生の「ものづくり体験講座」（情報工房）

ユネスコ文化遺産に登録された「大垣祭の軕行事」
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垣
駅
北
口
広
場
整
備
事
業
（
南
北
自
由
通
路
供
用
開

始
＝
２
０
０
９
年
／
駅
北
自
転
車
駐
輪
場
供
用
開
始

＝
２
０
１
１
年
／
広
大
な
目
的
別
駐
車
バ
ー
ス
や
修

景
広
場
な
ど
に
よ
る
北
口
広
場
の
竣
工
＝
２
０
１
２

年
）は
、
南
北
自
由
通
路（
水
都
ブ
リ
ッ
ジ
）と
専
用

通
路
で
つ
な
が
る
形
で
立
地
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル《
ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
ク
大
垣
》の
出
店
を
抜
き
に

は
成
立
し
な
い
。

　

ア
ク
ア
ウ
ォ
ー
ク
大
垣
の
ア
ク
ア
は《
水
都
》か
ら

来
て
い
る
。
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
随
所
に
水
の
流
れ
を

意
識
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
多

目
的
ホ
ー
ル（
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
）、
市
の
子
育
て
支
援

事
業
に
呼
応
す
る「
こ
ど
も
図
書
館
」の
設
置
な
ど
が

行
わ
れ
、
新
・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
担
う
民
間

商
業
施
設
の
性
格
を
色
濃
く
体
現
・
発
信
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
の
商
業
施
設
お
よ
び
北
口
広
場
は
、「
か

つ
て
の
大
垣
の
産
業
を
支
え
た
大
規
模
繊
維
工
場
の

跡
地
の
一
部
」（
小
川
市
長
）な
の
で
あ
る
。

　

反
対
側
の
南
口
の
南
街
区
再
開
発
事
業
に
お
い
て

は
、
３
棟
の
建
築
物
（
商
業
・
業
務
施
設
と
住
宅

１
１
２
戸
、
子
育
て
支
援
施
設
「
キ
ッ
ズ
ピ
ア
お
お

が
き
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
入
居
す
る
17
階
建

て
ス
イ
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
／
商
業
・
業
務
施
設
が
入
居

す
る
３
階
建
て
ス
イ
ト
テ
ラ
ス
／
駐
車
・
駐
輪
専
用
、

５
階
建
て
の
ス
イ
ト
パ
ー
キ
ン
グ
）
が
２
０
１
６
年

に
竣
工
。
さ
ら
に
今
年
春
に
は
自
噴
井
戸
や
親
水
池

な
ど
が
配
置
さ
れ
た
南
街
区
広
場
も
完
成
し
、
水
門

川
沿
い
に
展
開
す
る
旧
市
街
地
（
伝
統
的
な
商
業
地

区
、
住
宅
地
区
）へ
と
連
繋
し
て
い
る
。

　
「
例
え
ば
こ
の
南
口
の
ス
イ
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
住

宅
に
入
居
し
ま

す
と
雨
の
日
で

も
ほ
ぼ
濡
れ
る

こ
と
な
く
大
垣

駅
に
着
き
、
始

発
の
快
速
電
車

に
乗
っ
て
30
分

ほ
ど
で
名
古
屋

市
に
通
勤
で
き

ま
す
。
そ
し
て

名
古
屋
駅
に
着

け
ば
、
名
駅
辺

り
の
ビ
ル
街
に

は
ほ
ぼ
地
下
か

ら
入
れ
ま
す
か

ら
、
大
垣
か
ら

名
古
屋
ま
で
は『
傘
い
ら
ず
』で
通
勤
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す（
笑
）。

　

そ
れ
以
外
に
も
大
垣
駅
周
辺
で
は
現
在
、
15
階
前

後
の
中
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
計
画
が
盛
ん
で
す
。

ま
た
１
９
９
６
年
に
岐
阜
県
の
肝
い
り
で
誕
生
し
た

中
部
圏
の
一
大
Ｉ
Ｔ
拠
点《
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
》

に
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
中
心
に
県
内
外
か
ら
約

１
５
０
社
の
先
端
企
業
が
集
ま
り
、
そ
の
周
辺
に
も

県
営
住
宅
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
働
き
盛
り
世
代
の
転

入
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
昼
夜
間
人
口

比
率
は
東
海
地
方
で
も
屈
指
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

東
海
道
本
線
な
ど
の
鉄
道
路
線
だ
け
で
な
く
、
名
神

高
速
道
路
や
東
海
環
状
自
動
車
道
な
ど
も
活
用
す
れ

ば
、
名
古
屋
・
京
都
な
ど
へ
の
移
動
は
よ
り
一
層
に

至
便
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
た
な
環
境
形
成
の
結

果
、
最
近
で
は
都
会
か
ら
親
元（
大
垣
）の
近
く
に
戻

り
、
支
え
合
う
、
三
世
代
に
よ
る
ご
近
所
同
居
と
も

い
う
べ
き
新
し
い
潮
流
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」

（
小
川
市
長
）

　

大
垣
市
で
は
こ
の
よ
う
に
、
産
業
構
造
の
変
化

が
、
ま
ち
の
構
造
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
親
子
関
係

や
人
口
構
造
の
自
然
な
変
化
の
呼
び
水
と
も
な
り
、

名
古
屋
と
の
連
携
関
係
も
含
め
、
多
様
で
無
理
の
な

い
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

大
垣
の
市
役
所
新
庁
舎
は 

21
世
紀
型
・
大
垣
城
!?

　

半
面
、
近
年
ま
で
順
調
に
人
口
を
増
や
し
続
け
て

沿線3市4町が協力し、上下分離により運行を継続している養老線（市制
100周年記念ラッピング仕様）

子育て支援の最前線施設「キッズピアおおがき子育て支援センター」（スイトアベニュー2F）
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（岐阜県）

き
た
大
垣
市
も
ま
た
、
人
口
減
少
へ
の
対
策
に
つ
い

て
は「
妙
薬
は
な
い
」と
、
小
川
市
長
は
苦
笑
す
る
。

　
「
東
証
一
部
上
場
企
業
５
社
の
本
社
が
立
地
す
る

な
ど
、
産
業
構
造
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
効
果
的
な

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
よ
り
、
働
き
盛
り
世
代
の
転
入

は
順
調
に
増
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
出
生
率
の
低

さ
は
全
国
の
都
市
と
同
様
で
、
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
市
と
し
て
は
今
後
も
親
子
三
世
代
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
働
き
盛
り
世
代
が
子
育
て
の

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

と
育
っ
て
い
け
る
環
境
を
整
え
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　

特
に
健
康
・
医
療
の
充
実
に
関
し
ま
し
て
は
、
西

濃
地
域
の
医
療
の
中
核
を
担
い
、
地
域
屈
指
の
高
度

医
療
を
提
供
で
き
る
市
立
病
院
・
大
垣
市
民
病
院
を

中
心
に
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
明
る
く
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
今
後
と
も
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な

い
つ
も
り
で
す
」（
小
川
市
長
）

　

総
合
商
社
出
身
の
小
川
市
長
が
、
家
業
で
あ
る
紙

商
の
経
営
を
経
て
市
長
に
就
任
し
た
の
は
２
０
０
１

年
。
以
来
、
１
期
目
と
２
期
目
は
「
効
率
的
で
開
か

れ
た
行
政
を
目
指
す
」
と
い
う
理
念
の
下
、
民
間
企

業
で
の
経
験
を
生
か
し
、
職
員
に
対
す
る
コ
ス
ト
意

識
の
醸
成
、
成
果
主
義
の
導
入
な
ど
庁
内
改
革
に
重

点
を
置
い
た
。

　

そ
の
成
果
は
、
各
部
局
に
権
限
を
か
な
り
移
譲
す

る
、
一
種
の
事
業
部
制
を
敷
い
た
こ
と
な
ど
が
象
徴

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
部
局
長
は
例
え
ば
、

同
一
部
局
内
で
の
業
務
量
の
変
動
に
応
じ
、
人
員
配

置
を
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　

次
に
３
期
目
か
ら
は
大
垣
駅
南
北
口
の
再
開
発
な

ど
ハ
ー
ド
に
も
力
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
４
期
目

は
市
民
参
画
の
体
制
づ
く
り
に
尽
力
し
た
。

　

そ
し
て
５
期
目
を
迎
え
た
今
、
概
要
を
ご
紹
介
し

て
き
た
よ
う
に
「
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
の
ス

タ
ー
ト
」
を
切
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
５
期
に
わ
た

る
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
、
小
川
市
長
は
「
先
人
が

培
っ
て
こ
ら
れ
た
城
下
町
の
持
つ
強
み
を
改
め
て
感

じ
て
い
る
」
と
い
う
。
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
ま
ち
の
中
心
は
時
代
と
と
も
に
何
度
か
移
っ

た
。
そ
れ
で
も
ま
ち
の
動
線
の
軸
に
大
き
な
ブ
レ
が

生
じ
な
か
っ
た
の
は
、「
大
垣
城
が
中
心
部
に
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
実
感
し
て
い
る
」と
も
述
懐
す
る
。

　

そ
う
し
た
意
味
合
い
か
ら
も
、
大
垣
城
の
「
丸
の

内
」
に
立
地
す
る
現
庁
舎
隣
接
地
に
２
０
２
０
年
一

部
完
成
予
定
、
最
重
要
の
防
災
拠
点
で
あ
り
つ
つ
市

民
の
集
い
の
場
で
も
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
、
使
い

勝
手
の
い
い
シ
ン
ボ
ル
的
設
計
が
随
所
に
な
さ
れ
て

い
る「
市
役
所
新
庁
舎
」の
完
成
が
楽
し
み
だ
。

　
「
耐
震
性
や
免
震
構
造
へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
、
豊
富
な
地
下
水
や
太
陽
光

な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
コ
感
覚
あ

ふ
れ
る
庁
舎
」（
小
川
市
長
）
と
も
な
る
市
役
所
新
庁

舎
。
さ
し
ず
め「
21
世
紀
の
新
・
大
垣
城
」と
も
い
う

べ
き
、
安
心
・
安
全
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
り
そ
う

で
あ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

２
０
１
８
年
６
月
23
日
）

中心商店街を挙げて開催される「元気ハツラツ市」（毎月第１日曜）

大垣の新たなランドマークとして建設を進めている市役所新庁舎
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